


















































































?武井幸子 『カリキュラム総論』 チャイルド本社 1991年 p.14
?岸井勇雄 『幼児教育課程総論（第２版）』 同文書院 1999年 p.31


































型・％ 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 合計園
?型 13 13
?型 1 2 2 18 34 32 11 110
?型 1 8 10 10 9 8 1 2 49
?型 1 1 2 3 3 12 2 30
?型 2 4 9 9 5 3 32
合計園 2 4 14 24 24 44 47 33 13 234













































































??大場牧夫 『幼児の生活とカリキュラム』 フレーベル館 1983年























種類 特徴Ａ 特徴Ｂ 具体例
１ 運動 身体練習的 走る・跳ぶ・ボール・鉄棒等の練習など
２ 構成 造形製作的 工作・造形的・砂・粘土など
機能
３ 受容 意識的受容 絵本・TVをみる聴く・探す調べる、など
４ 対人 対人関係的 おしゃべり・電話・同一行動
１ 見立て・ふり 初歩的見立て 〝みたい"と見立てその様に扱う
２ つもり 意識的見立て 目的に応じて見立て使用者となる
象徴
３ 役割 複数で役割分担 役割・ルール（虚構）を設定する
４ 製作・ストーリー 虚構の拡大 見立てるもの・ストーリーを作る
１ 室内ゲーム ルールに従う カルタ・トランプ・双六、など
ルール ２ 非競技 〃 手遊び・かごめ・椅子取り・合奏、など
３ 競技 勝敗を決める かけっこ・こま・ドッジボール、など
表５ 社会性のカテゴリー
パーテンのカテゴリー 具体例
それ以前・傍観 ０ 教師と遊ぶ
独り遊び １ 独りで遊ぶ
傍観 ２ 近づく、見る
平行遊び ３ まね
連合遊び ４ 会話はしないが、言葉のやり取りはある
５ 遊びの内容に関する会話貧弱、普通の会話は成立
協同・組織的 ６ 遊びのないように関する会話が成立し協力や分担が起こる
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教育課程を編成するときに、毎日の生活時間をどのような組み合わせで展開するのかという方針を示
す必要があろう。それが、幼稚園教育要領で言っている、自発活動としての遊びを指導の中心とした指
導を展開することにつながるからであり、さらに発達を助長することにつながると考えるからである。
各園の実情に応じることは大事である。園児が400人在籍している園と100人満たない園、通園バス
のあるところとそうでないところ、広大な面積を持つ園と都会のビルの真中にある園など、実情は大き
く異なるからである。さらに、保育集団の経験年数も違いがある。幼稚園教諭の平均勤務年数は6.6年、
保育士の平均勤務年数は7.9年という実態??がある。園長をはじめとして、経験者とともに保育を展開し
ながら学んでいく指導体制を作っていく必要があるが、しかしこれも６、７年で離職してしまう現状で
は、指導体制をつくることはできない。この数字は公立・私立両方合わせたもので、私立の平均勤務年
数の実態はもっと短い。保育は、こういった様々な事情を抱えながら展開されている。
このような事情であっても、「自由な遊び」「全体活動」「生活場面」の３つの時間帯はどの園にも必ず
共通して存在している。３つの関係をとらえながら組み合わせていくことを、教育・保育課程編成の創
意工夫の一つとしていく必要があると考える。
６．今後の課題
中沢のカテゴリーは、保育現場で遊びを読み取るときに、ある遊びについては発達的に読み取るため
の基準として用いることができる事が示唆されているが、さらに検証しつづける必要がある。保育現場
で検証し続けていくことが、発達を読み取ることにつながるものであり、さらには子どもの発達を明ら
かにしていくことにもつながると考える。
都研の研究は、都内の幼稚園・保育所を対象で1995年と15年が経過している。山田の研究も、対象
が新潟県の幼稚園４園である。子どもの少子化が進んでいることを考えると、保育の実態が変化してき
ていることも考えられる。調査対象を拡大して新たに保育実態をとらえなおす必要があると考える。
??資料 厚生労働省大臣官房統計情報部賃金福祉統計課「賃金構造基本統計調査報告（平成19年）」
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